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デジタルアソートシステムとはスキャナーなどで商品のバーコードをスキャンすることにより商品を認識さ

せ、その商品の仕分け指示をデジタル表示器に表示させるシステムです。既にあらゆる業界で普及し

ております。

ＣＶＳ弁当・調理パン チルドセンターアパレル日用品
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仕分けする間口のゲート

が開き仕分け数量が表示

されます。

仕分けした商品重量によ

り、仕分け数がカウント

アップします。

ヒットしていない間口に手を

通すとアラームを出します。

あらゆる場所に表示器を

設置することが可能です。

デジタルアソートシステム設計

■レイアウト ■運用
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◆各設計・庫内スケジュール

■システム設計

９月６日（土）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

2 F3 A2 A6 1 5 A8 X1 R3 S5 Z 6 4 6 S8 H3 R2 D5 X9 4 3 S9 C6 D3 N7 27 W1 S3 Z3 Y 8 8 6 Z 1 F 2 Y 2 3 K4 8 8 Y 1 H8 C3 F 8 1 0 N9 H5 M9 J9 N2 R5 X7 T 5 Q7 R1 X2 4 4 5 0 D7 H4 M1 V1 V2 Y 4 V9 K9 V4 W4 T6 19 W8 H2 M2 P7 R4 W5 T 7 T 3 T 8 U6 V3 Z 2 Z 4 3 0 75 87 B3 B5 B6 M3 P1 S1 T 1 W2 X4 Y 9

データ総数
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■システム系ハード設計■設備系ハード設計

■データ分析

業種別にＤＡＳ（デジタルアソートシステム）の

構築ポイントをまとめました。
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◆現状調査・分析・費用対効果

庫内スケジュール

ハード設計

運用設計

出荷データ分析

現状出荷

スケジュール

作業者数

生産性

システム設計

レイアウト作成導入スケジュール

現場調査

費用対効果

導入与件

ＤＡＳは様々なハードとシステムの組み合わせで構成されます。その設計業務が重要です。



アパレル（在庫型） 弁当・惣菜・調理パン（製造・包装→仕分け）

ヒット率（１アイテム当りの仕分け店舗数）があまりに低い場合は、

生産性を上げるために複数アイテム同時仕分けを検討。

ラックや専用架台を使用、箱上部

にデジタル表示器設置。

ＤＡＳと連動してオリコンラベル発行やオリコン内明細リストの発行が

可能です。

在庫エリアからトータルピックした商

品の店舗仕分けにＤＡＳを活用。

出荷箱に直接ＤＡＳ仕分けする場合は、容積計算等で箱サイズ選定

できれば箱変えの必要が無くなる。

商品をスキャンして一次仕分け指示

をデジタル表示器やリスト（レシート）

やＨＨＴに表示して、仕分けを行う。

一次仕分けされた商品をス

キャンしてデジタル表示器に店

舗仕分け指示を表示させる。

チルド（通過型） 通販，日用品，雑貨（在庫型）

入荷検品後の店舗別

仕分けに使用。

ケース＋バラを仕分けする場合はカゴ車上

部にデジタル表示器設置。

バラのみを仕分けする場合は中量ラック等

にデジタル表示器設置。

ケース＋バラを同時に仕分けする場合のデジタル表示器表示方法。

１ゾーン内の仕分け作業者数により、複数人同時作業の仕組みを

設計。

ヒット率が低い商品の仕分けはＤＡＳ以外の仕分け方法も検討必要。

中量ラック等にデジタル表示器設

置。

製造＞包装＞ラベル貼付後の商

品の店舗仕分けに使用。

何段までコンテナ積みするかでラック選定と棚段高さを決定。

空コンテナ置き場の確保。棚上などに置く場合は棚上のＤＡＳ機器

＆配線を工夫する。

ＤＡＳ間口の店舗が便により変わる場合は店舗ラベルのセット方法

の工夫。が必要です。

ＤＡＳ機能は極力シンプルな必要最低限の機能。商品数不足時の

途中中断機能（欠品機能）、再表示機能（仕分けミス時チェック）

トータルピック後の配送先

別仕分けに使用。

１アイテム１配送先オーダーなどはＤＡＳ仕分け効率良くないので、

オーダー条件によりＤＡＳ対象データを決定する。

間口違いミスを無くすため、センサー式デジタル表示器等を検討。

ヒット率が低い商品の仕分けも効率良くできるようにするため、コンパ

クトなレイアウトにする。

１配送先の物量が少ないので中軽量

ラック等に間口数を多く確保してデジタ

ル表示器設置。

ゾーン（通路）が複数ある場合は、それらのゾーンに対して一次仕分

けをしてから、ＤＡＳ店舗仕分けします。

導入時にはソーターとの比較検討される場合が多くあります。導入

コストはソーターがはるかに高いですが、ヒット率が低い商品の仕分

けでＤＡＳよりも優位です。

専用架台使用のＤＡＳ 中軽量ラック使用のＤＡＳ 中軽量ラック使用のＤＡＳ 表示器により一次仕分け指示

■

■

■

■

レイアウト例

各間口には４色の表示器を設置し

て４人同時が仕分け可能。

商品をスキャンしてデジタル表示器

に店舗仕分け指示を表示させる。

■

商品カテゴリーによりコンテナ（番重），オリコン，クレートなどがあり、

仕分け間口（カゴ車）のコンテナ配置を決定する。

■

■

ラックの錆や塗装剥れ防止するためにＳＵＳ製ラックを検討。■

仕分け中の満杯コンテナの抜取り（逃し）を無くすために、大口店舗

は２間口取る等の工夫を行う。

満杯カゴ車の逃し場所，空カゴ車置場，空コンテナ置場の確保。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■ラック背面を梱包場にするなど、仕分け終了した間口はすぐ梱包作業

に移れるようなレイアウトが必要。

■

現場環境が結露するのであれば、防滴仕様表示器を検討。■

パレットラック下部に設置 天吊り架台に設置 クレートへの仕分け

中軽量ラック使用

商品ラベルのバーコードをスキャンして

一次仕分けレシート発行する。レジート

の一次仕分け情報を見て仕分け（コン

テナ＋バラ）する。

一次仕分けされた商品のバー

コードをスキャンすると各間口

に仕分け指示が表示される。

ＤＡＳ背面に梱包場 パイプラック使用 ＤＡＳ背面コンベヤで梱包場へ

ＤＡＳ側

商品バーコードを無線ハンディでスキャン

すると仕分け指示が表示される。

仕分け終了した間口は「ｅｎｄ」表示され

るので、梱包作業を行う。

ＤＡＳ背面梱包側

■

■ＤＡＳと連動してオリコンラベル発行やオリコン内明細リストの発行が

可能。
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移動式パイプ架台

用途 設置

仕分け完了した店舗は「ｅｎｄ」表示させて判るようにできるので、次

の工程に移すことができます。

■

箱（コンテナ）が満杯になった時の箱の抜取り運用を決めておく必要

あります。棚背面に駆動コンベヤ設置して箱（コンテナ）を押込んで

搬送する方法もあります。

■

用途 設置

ヒット率（１アイテム当りの仕分け店舗数）が低いアイテムはＤＡＳ仕分

けから外すことを検討する必要。

■

レイアウト例 用途 設置

ゾーン別の一次仕分けして、各ゾーンでＤＡＳ店舗仕分

けするのが一般的です。

■

一次仕分けは商品毎の番重（バット）入数を使用して、何番重-何バ

ラで指示を出すと作業が簡略化します。

■

用途 設置

１つのゾーン内の店舗間口配置は、仕分け動線短縮、仕分け効率

アップ、配送コースを考慮して決める必要あります。

■

仕分け完了した店舗は「ｅｎｄ」表示させて判るようにできるので、次の

工程に移せることができます。

■

レイアウト例

レイアウト例


